
＠2020 Dai Nippon Printing Co., Ltd. All Rights Reserved.

16

・4象限グラフ
採点結果から4象限グラフを作成し、各クラスの生徒の分類を確認
（1）「4︓説明も十分ですべて解答できた」（ある／ない ︓自己効力感）
（2）クラス平均（高い／低い ︓知識・技能）

8．実証校研究会
データの可視化（全体から個人へ）
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8．実証校研究会
自己効力感や知識・技能を高めるために

①

①自己効力感を高める
→データを見ながら成功
体験の確認や言語的説得

②知識・技能を高める
→データを見ながら現状
把握や学習方略の確認

③自己効力感と知識・
技能を高める

→データを見ながら代理
的説得や学習方略の確認

②
③

右上の象限に属する生徒と
協働的な学びを促すことが重要
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日本型STEAM教育
S Science（科学）
T Technology（技術）
E Engineering（工学）
A Art(s)（芸術・リベラルアーツ）

リベラルアーツ︓文化、生活、経済、法律、政治、倫理等
M Mathematics（数学）

我が国では「教養」を意味するリベラルアーツのArtsの
考え方が広がっている

(松原，2019) 

©2023 Takeshi Kitazawa 18



資質・能力の育成を重視する教科横断的な学習における問い
(松原・高阪 2017:158) 

©2023 Takeshi Kitazawa 19



©2023 Takeshi Kitazawa 20

Learning by Design (大谷，2022, p.124)

探究と創造の往還



STEAM教育︓兵庫県立加古川東高校での取組
文部科学省（2021）「兵庫県立加古川東高等学校発表資料」https://www.mext.go.jp/content/20210716-mxt̲kouhou02-000016510̲02.pdf
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STEAM教育︓兵庫県立加古川東高校での取組
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さいごに
• ICT・AI
–国内外のコミュニケーションの道具としての役割
–生徒に活用方法を任せることが教員の役割

• STEAM教育
–将来の生徒に求められる論理的思考力等を伸ばすための

探究的な学習
–実社会の課題解決と学校での学びを結びつけるテーマが

重要
–教育課程と教員の組織体制が重要
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